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▲令和４年３月29日より本格稼働が始まった
　内柴牧場ロボット牛舎外観

ボ
ク
の
誕
生
日
に

お
祝
い
し
て
も
ら
っ
た
ミ
ル
!!

５
月
９
日
お
う
し
座
の

ボ
ク
の
誕
生
日
に

お
祝
い
し
て
も
ら
っ
た
ミ
ル
!!

５
月
９
日
お
う
し
座
の

農協だより
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内柴牧場
ロボット牛舎
順調に稼働！！

内柴牧場
ロボット牛舎
順調に稼働！！

住
宅
裏
の
小
高
い
丘
を

大
規
模
に
整
地
さ
れ
、

新
築
の
Ｆ
Ｓ
牛
舎
が
完
成
し
、

令
和
４
年
３
月
29
日
よ
り

既
存
牛
舎
よ
り
搾
乳
牛
を
移
動
し
、

本
格
稼
働
が
始
ま
り
ま
し
た
。

住
宅
裏
の
小
高
い
丘
を

大
規
模
に
整
地
さ
れ
、

新
築
の
Ｆ
Ｓ
牛
舎
が
完
成
し
、

令
和
４
年
３
月
29
日
よ
り

既
存
牛
舎
よ
り
搾
乳
牛
を
移
動
し
、

本
格
稼
働
が
始
ま
り
ま
し
た
。
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最
新
の
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
が
２
基
導
入
さ
れ
、
広
々
と
し
た
処
理
室
に
は
毎
日
た
く
さ

ん
の
生
乳
が
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
へ
と
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。
新
築
し
た
Ｆ
Ｓ
牛
舎
は
牛

床
が
１
２
２
頭
、
乾
乳
後
期
や
分
娩
房
、
ホ
ス
ピ
タ
ル
エ
リ
ア
や
子
牛
用
の
ハ
ッ
チ
ス

ペ
ー
ス
も
併
設
さ
れ
た
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
自
然
災
害
な
ど
に
よ
る
停
電
時
で
も
搾

乳
が
可
能
な
よ
う
に
発
電
機
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
災
害
時
対
応
も
万
全
な
体
制
で
す
。

今
は
、
初
産
牛
や
２
〜
８
産
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
合
う
経
産
牛
た
ち
が
、
68
頭
ほ
ど
搾
乳
ロ

ボ
ッ
ト
に
よ
り
１
日
３
．５
回
ほ
ど
搾
乳
さ
れ
て
お
り
、
既
存
の
パ
ー
ラ
ー
牛
舎
で
は

６
０
頭
の
経
産
牛
を
搾
乳
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

後
継
者
で
あ
る
内
柴　

栄
輔
氏
は「
こ
れ
か
ら
は
生
産
資
材
価
格
も
高
騰
し
て
お
り
、

酪
農
経
営
も
厳
し
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
。
ま
ず
は
、
新
し
い
牛
舎
で
１
２
０
頭
は
搾

乳
し
た
い
が
、
生
乳
生
産
量
だ
け
求
め
る
の
で
は
な
く
、
肉
牛
繁
殖
な
ど
複
合
的
な
経

営
を
目
指
し
た
い
。
ま
た
、
乳
牛
改
良
に
も
興
味
が
あ
る
の
で
、
も
っ
と
勉
強
し
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
将
来
的
に
は
牛
舎
を
今
の
規
模
の
倍
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
し
っ
か
り
と
経
営
基
盤
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
毎
日
努
力
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。」と
、
生
産
抑
制
に
よ
り
生
乳
増
産
が
望
め
な
い
中
で
も
希
望

に
満
ち
た
口
調
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

内
柴
牧
場
は
毎
年
、
共
進
会
や
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ー
に
出
品
す
る
な
ど
、
乳
牛
改
良
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
農
業
振
興
に
も
貢
献
し
て
く
れ
る
こ

と
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

生
乳
抑
制
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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令
和
４
年
５
月
11
日
㈬
に
、
太
田
活
性
化
施
設「
ら

く
と
ぴ
あ
」に
て
、
第
75
回
釧
路
太
田
農
業
協
同
組
合

の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
来
賓
の
方
々
は
、
今
年
も
お
招

き
を
せ
ず
開
催
に
至
る
こ
と
に
な
り
、
大
変
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
Ｊ
Ａ
綱
領
の
朗
唱
後
、「
令
和
３

年
度
良
質
乳
生
産
基
盤
強
化
奨
励
対
策
表
彰
」に
つ
い

て
は
名
簿
参
照
に
よ
り
割
愛
し
、
受
賞
者
に
は
後
日
お

渡
し
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

　

徳
田
組
合
長
よ
り
開
会
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
そ

の
後
、
仮
議
長
で
あ
る
組
合
長
よ
り
橋
本
隆
幸
議
長
が

指
名
さ
れ
、
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

本
総
会
に
お
い
て
、
正
組
合
員
数
１
８
２
名
に
対
し
、

本
人
出
席
38
名
、
委
任
状
出
席
52
名
、
議
決
権
行
使
書

面
59
名
、
合
計
１
４
９
名
に
よ
り
総
会
が
成
立
し
て
い

る
こ
と
を
告
げ
、
議
事
説
明
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
下
記
の
通
り
と
な
っ
て
お
り
、
事

務
局
よ
り
、
第
１
号
議
案「
定
款
の
一
部
変
更
」、
第
２

号
議
案「
事
業
報
告
並
び
に
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算

書
、
剰
余
金
処
分
案
及
び
注
記
表
の
承
認
」、
第
３
号

議
案「
事
業
計
画
の
設
定
」、
第
４
号
議
案「
賦
課
金
の

賦
課
及
び
徴
収
方
法
」、
第
５
号
議
案「
役
員
報
酬
の
支

給
」、
第
６
号
議
案「
草
地
改
良
事
業
の
実
施
」、
第
７

号
議
案「
地
域
の
地
域
振
興
計
画
・
経
営
中
期
計
画
の

設
定
」、
第
８
号
議
案「
役
員
の
選
出
」に
つ
い
て
説
明

さ
れ
、
報
告
事
項
は
４
項
目
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
よ
り
は
本
人
出
席
は
多
い
中
で
、
ご
意
見
と
し

て
は
「
飼
料
や
肥
料
、
燃
料
な
ど
を
含
め
た
生
産
資
材

　

総
会
終
了
後
の
、Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お
い
て
第
２
回
臨

時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
新
役
員
体
制
が
次
の
よ
う
に

決
ま
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
体
制
の
下
、
令
和
４
年
度
事
業
計
画
並
び
に

地
域
振
興
計
画
と
の
達
成
に
向
け
、
さ
ら
に
努
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
支
援
・
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
代
表
理
事
組
合
長　
　

徳
田　

善
一　

　
副
組
合
長
理
事　
　

福
井　

好
三

　
理　
　
　
　
　

事　
　

村
田　

吉
盛　

　
理　
　
　
　
　

事　
　

片
野　

博
次

　
理　
　
　
　
　

事　
　

米
澤　

佳
洋

　
理　
　
　
　
　

事　
　

小
山　

裕
市

　
理　
　
　
　
　

事　
　

河
村　

公
貴

　
理　
　
　
　
　

事　
　

菅
原　

京
子

　
理　
　
　
　
　

事　
　

須
田　
　

豊（
参
事
）

　
理　
　
　
　
　

事　
　

松
田　

浩
昭（
信
用
担
当
理
事
）

　
代　

表　

監　

事　
　

小
野
寺
孝
一

　
監　
　
　
　
　

事　
　

河
村　

芳
則

　
監　
　
　
　
　

事　
　

稲
垣　

頼
信（
員
外
監
事
）

第75回通常総会第75回通常総会 開催

橋本隆幸議長

釧路太田農業協同組合釧路太田農業協同組合



価
格
の
今
後
の
動
向
」、「
ク
マ
被
害
に
よ
る
放
牧
事
業

の
見
通
し
に
関
す
る
事
」、「
ヘ
ル
パ
ー
人
員
の
確
保
要

望
」な
ど
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
地
域
振
興
計
画

に
関
し
て
は「
乳
量
目
標
達
成
の
た
め
の
手
段
は
何

か
？
」、「
哺
育
育
成
事
業
に
お
け
る
町
外
預
託
牛
の
確

保
に
向
け
た
施
設
拡
充
は
し
な
い
の
か
？
」な
ど
、
振

興
計
画
達
成
に
向
け
た
積
極
的
な
ご
意
見
や
ご
質
問
を

頂
き
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
は
生
乳
生
産
が
年
度
途
中
よ
り
生
産
抑

制
に
転
じ
た
も
の
の
、
昨
年
を
上
回
り
過
去
最
高
の

74
・
９
億
円
と
な
り
、当
期
未
処
分
剰
余
金
に
つ
い
て
も

７
・７
千
万
円
で
、
こ
の
う
ち
５
千
万
円
を
事
業
分
量

配
当
な
ど
に
当
て
ま
し
た
。
ま
た
、
剰
余
金
の
一
部
は
、

今
後
の
事
業
運
営
安
定
や
災
害
時
へ
の
積
立
金
と
す
る

こ
と
も
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
の
生

乳
生
産
は
前
年
対
比
１
０
０
・
９
％
の
６
８
，７
６
４
ｔ

で
計
画
を
設
定
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
で
は
、

新
し
い
理
事
に
河
村
公
貴
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
組
合
員

の
意
向
調
査
結
果
に
基
づ
き
、「
第
３
次
地
域
農
業
振

興
計
画
と
Ｊ
Ａ
中
期
経
営
計
画（
５
ヵ
年
）」を
策
定
し
、

５
年
先
で
あ
る
令
和
８
年
度
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
農
業

所
得
２
，５
０
０
万
円
、
生
乳
生
産
量
７
２
，０
０
０
ト

ン
を
目
標
と
し
た
計
画
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
乳
生
産
抑
制
下
、
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
も
懸
念

さ
れ
ま
す
が
、
安
心
・
安
全
な
生
乳
生
産
を
持
続
的
に

行
う
と
と
も
に
、
牛
乳
消
費
拡
大
や
Ｊ
Ａ
各
種
事
業
の

積
極
的
な
取
組
み
を
行
な
い
、
よ
り
一
層
Ｊ
Ａ
運
営
の

健
全
経
営
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
、
喫
緊
の
課
題
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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今
回
、
任
期
満
了
に
よ
り
、
５
月
11
日
を
も
っ
て
退

任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
分
は
平
成
31
年
５
月
よ
り
、
２
期
６
年
間
、
理
事

者
と
し
て
Ｊ
Ａ
の
経
営
全
般
や
組
合
員
の
安
定
経
営
の

た
め
職
務
を
行
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
本
総
会
で
は
、

地
域
振
興
計
画
も
承
認
さ
れ
、「
持
続
可
能
な
夢
の
あ

る
酪
農
郷
を
目
指
し
て
」、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
行
な
っ
て
い
く
事
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
は
、

組
合
員
の
ひ
と
り
と
し
て
、Ｊ
Ａ
活
動
に
参
加
・
協
力

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

２
期
６
年
間
、
役
員
と
し
て
一
緒
に
職
務
に
当
た
っ

た
理
事
・
監
事
の
み
な
さ
ま
、Ｊ
Ａ
職
員
の
み
な
さ
ま

の
、
更
な
る
ご
活
躍
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
役
員
改
選
で
無
投
票

当
選
に
よ
り
、
５
月
11
日
よ
り

Ｊ
Ａ
釧
路
太
田
の
理
事
と
な
り

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
理
事
と
し
て
は
、
初

め
て
の
経
験
と
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
た
め
に
理
事

者
と
い
う
立
場
で
、Ｊ
Ａ
の
健
全
経
営
を
行
っ
て
い
く

た
め
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
理
事
の

職
務
に
当
た
っ
て
行
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

質問する組合員

理
事
退
任
の
挨
拶

齋　

藤　

泰　

広

理
事
就
任
の
挨
拶

河　

村　

公　

貴
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本
日
、
組
合
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
多
忙
の
中
ご
出
席
を
賜
り
、
こ
こ
に

第
75
回
通
常
総
会
を
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
農
協
運
営
・
事
業
推
進
に
あ
た
り
特
段
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
頂

き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
昨
年
10
月
の
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
数
が
低
位
で
推
移
し
、
飲
食
な
ど
外
食
関
連
業
種
を
中
心
に
経
済
活
動
を

再
開
さ
せ
、
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
年
明
け
か
ら
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
感
染
が
拡
大
し
、
経
済
活
動
と
の
両
立
は
、
再
び
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
経
済
に
お
い
て
も
、
食
・
観
光
関
連
事
業
の
回
復
へ
の
期
待
感
が
高
ま
り
ま
し

た
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感
染
拡
大
に
よ
り
再
び
停
滞
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
の
北
海
道
農
業
は
、
前
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

6

染
症
に
よ
る
影
響
が
続
く
な
か
で
春
耕
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

融
雪
に
つ
い
て
は
全
道
的
に
順
調
に
推
移
し
た
が
、
４
月
に
入
っ
て
か
ら
は
低
温
が

続
き
、
継
続
的
な
降
雨
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
春
作
業
に
影
響
が
生
じ
ま
し
た
。

　

５
月
に
入
っ
て
か
ら
も
道
東
地
方
で
は
一
時
的
に
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
な
ど
、

低
温･

曇
天
傾
向
で
推
移
し
た
が
、
５
月
下
旬
か
ら
は
回
復
傾
向
に
転
じ
ま
し
た
。
当

地
区
に
お
い
て
も
牧
草
の
収
穫
時
期
に
は
天
候
も
安
定
し
、
１
番
牧
草
の
収
穫
が
順
調

に
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
２
番
牧
草
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
収
穫
も
順
調
に
行
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
生
乳
生
産
も
増
産
基
調
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
業
務
用
需
要
減
少
の
長
期
化
な
ど
に
よ
り
、
各

作
物
の
需
給
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
お
り
、
牛
乳･

乳
製
品
に
つ
い
て
は
、
国
お
よ
び

全
国
的
な
生
産
者･

メ
ー
カ
ー
の
取
り
組
み
に
よ
り
脱
脂
粉
乳
の
在
庫
は
減
少
す
る
見

込
み
に
あ
る
も
の
の
、
乳
製
品
在
庫
は
引
き
続
き
高
水
準
で
推
移
す
る
見
通
し
に
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
昨
年
10
月
以
降
に
生
乳
生
産
抑
制
対
策
運
動
が
始
ま
り
生
産
者

の
経
営
基
盤
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
を

願
う
と
と
も
に
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
強
力
に
需
要
拡
大
や
流
通
対
策
に
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
。

　

一
方
、
農
協
改
革
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
６
月
に
規
制
改
革
実
施
計
画
が
閣
議
決

定
さ
れ
、
農
協
関
連
で
は
規
制
改
革
推
進
会
議
の
答
申
を
ふ
ま
え
、「
農
協
改
革
の
着

実
な
実
践
」な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
、「
農
協
改
革
の
着
実
な
実
践
」で
は
、
組
合
員
と
の
対
話
を
通
じ
て
、①
自
己

改
革
の
実
践
方
針
、
②
中
長
期
の
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
③
准
組
合
員
の
意
思
反

映
お
よ
び
事
業
利
用
方
針
を
決
定
す
る
な
ど
に
よ
り
、
自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル
を
構

築
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
平
成
２
６
年
改
正
農
協
法
附
則
に
基
づ
く
農

協
法
５
年
後
見
直
し
及
び
准
組
合
員
の
事
業
利
用
の
検
討
は
、
一
定
の
結
論
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

　

一
方
、
規
制
改
革
推
進
会
議
は
、
農
業
分
野
の
議
論
を
担
っ
て
き
た
農
林
水
産
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
名
称
は
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
旧
農
林
水
産
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
メ
ン
バ
ー
を
構
成
員
と
す
る「
地
域
産
業
活
性
化
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」が
新
設
さ

開会の挨拶開会の挨拶
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れ
て
お
り
、
今
後
の
動
き
に
注
視
が
必
要
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
３
年
度
の
プ
ー
ル
乳
価
は
補
給
金
と
合
わ
せ
て
１
０
４
円
３
０
銭
と
な

り
、
個
体
販
売
に
つ
い
て
は
急
激
な
下
落
に
よ
り
安
値
で
取
引
さ
れ
て
お
り
、
配
合
飼

料
、
燃
料
な
ど
の
資
材
関
係
は
値
上
げ
さ
れ
、
総
じ
て
農
家
経
済
状
況
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
情
勢
の
中
、
当
地
区
の
生
乳
生
産
は
、
前
年
対
比
１
０
１
・
６
％
の
６
６
，

６
４
５
ト
ン
の
目
標
に
対
し
、
前
年
対
比
１
０
３
・
８
％
、
６
８
，０
９
３
ト
ン
の
実
績

と
な
り
ま
し
た
。
組
合
員
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
良
質
乳
の
出
荷
に
際
し
ご
苦
労
も
多
か

っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
衷
心
よ
り
そ
の
ご
苦
労
、
努
力
に
厚
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

農
協
運
営
に
あ
た
り
、
労
働
力
不
足
や
担
い
手
確
保
に
向
け
酪
農
実
習
生
や
、
コ
ロ

ナ
禍
で
確
保
が
難
し
い
な
か
外
国
人
研
修
生
の
受
入
体
制
の
充
実
を
図
り
、
畜
産
ク
ラ

ス
タ
ー
事
業
に
よ
る
生
産
基
盤
の
強
化
と
機
械
装
置
の
拡
充
、
更
に
は
畜
産
環
境
整
備

事
業
の
実
施
と
各
種
助
成
に
努
め
て
参
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
組
合
員
各
位
の
積

極
的
な
ご
協
力
、
ご
理
解
を
賜
り
役
職
員
一
致
協
力
し
て
運
営
に
あ
た
り
、
今
期
決
算

を
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
の
意
思
結
集
に
よ
り
得
る
こ
と
の
出
来
ま
し
た
剰
余
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
実
情
を
考
慮
し
、
出
資
配
当
、
事
業
分
量
配
当
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
提
案
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
単
価
は
集
送
乳
調
整
金
と
合
わ
せ
て
前

年
据
え
置
き
の
10
円
85
銭
、
交
付
対
象
数
量
は
３
４
５
万
ト
ン
と
な
り
ま
し
た
。
当
農

協
に
お
い
て
は
本
年
の
計
画
生
産
数
量
は
、
６
８
，７
６
４
ト
ン
、
前
年
対
比
１
０
０
・

９
％
の
目
標
を
立
て
て
い
ま
す
。
消
費
者
は
常
に
良
質
で
安
全
・
安
心
な
牛
乳
を
求
め

て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
衛
生
的
・
成
分
的
乳
質
の
向
上
を
重
視
し
た
飼
養
管
理
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
期
農
業
振
興
に
お
け
る
主
な
取
組
事
項
と
し
て
は
、
生
産
基
盤
の
強
化
を
図
る
た

め
の「
酪
農
生
産
性
改
善
整
備
事
業
」、
環
境
に
配
慮
し
た「
畜
産
環
境
保
全
対
策
事
業
」、

今
年
度
は
生
乳
生
産
抑
制
対
策
、
乳
牛
疾
病
予
防
対
策
を
新
規
事
業
と
し
て
行
っ
て
参

り
た
い
。
ま
た
、「
系
統
配
合
飼
料
促
進
対
策
事
業
」も
引
き
続
き
行
っ
て
参
り
た
い
。

今
年
度
は
農
業
振
興
計
画
策
定
の
年
で
も
あ
り
、
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
る「
持
続

可
能
な
夢
の
あ
る
未
来
に
向
か
っ
た
酪
農
郷
を
目
指
し
て
」の
実
現
の
た
め
、
役
職
員

一
丸
と
な
り
そ
の
実
践
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

更
に
良
質
な
粗
飼
料
確
保
・
労
働
軽
減
に
向
け
た
コ
ン
ト
ラ
事
業
の
体
制
整
備
、
酪

農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
、
乳
牛
検
定
事
業
、
酪
農
実
習
生
受
入
事
業
、
外
国
人
実
習
生
受
入

事
業
、
哺
育
・
育
成
預
託
事
業
の
安
定
的
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
熊
対
策
も
含
め

た
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に
つ
い
て
も
地
域
関
係
機
関
に
協
力
を
頂
き
な
が
ら
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
維
持
・
発
展
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
担
い
手
確
保
に
向

け
て
新
規
就
農
予
定
者
の
農
場
研
修
を
引
き
続
き
実
施
し
、
早
期
の
新
規
就
農
実
現
、

さ
ら
に
農
業
人
フ
ェ
ア
等
の
参
加
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
実
習
生
応
募
者
の
増

加
を
目
指
し
、
酪
農
体
験
者
へ
の
支
援
を
図
り
受
入
体
制
の
整
備
・
強
化
を
図
り
、
地

域
に
人
が
集
ま
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

厚
岸
産
大
麦
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
か
ら
本
格
的
な
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続

き
作
付
け
作
業
の
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
固
定
資
産
取
得
の
主
な
も
の
と
し
て
、
車
両
・
機
械
関
係
で
は
防
衛
施
設
周

辺
整
備
事
業
に
よ
り
自
走
式
モ
ア
コ
ン
を
導
入
致
し
た
い
。
施
設
関
係
で
は
購
買
店
舗

Ａ
マ
ー
ト
化
に
よ
る
店
舗
改
修
。
新
規
就
農
者
用
の
施
設
改
修･

機
械
の
導
入
な
ど
を

致
し
た
い
。
そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
計
画
の
中
で
提
案
さ
せ
て
頂
き
ま
す

の
で
ご
承
認
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
運
営
面
で
は
、
将
来
減
少
が
見
込
ま
れ
る
事
業
利
益
及
び
経
常
利
益
が
一
定

額
を
下
回
ら
な
い
よ
う
、
Ｊ
Ａ
全
体
の
収
支
構
造
を
見
直
し
、
持
続
可
能
な
農
協
運
営

を
目
指
し
て
、
近
い
将
来
に
賦
課
金
及
び
各
種
手
数
料
の
適
正
化
を
図
っ
て
参
り
た
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
の
安
定
し
た
生
産
基
盤
の
構
築
の
た
め
、
組
合
員
と
農

協
の
結
束
を
深
め
、
相
互
理
解
の
も
と
各
種
事
業
に
積
極
的
推
進
を
図
り
、
健
全
な
る

農
家
経
済
と
農
協
運
営
の
安
定
に
役
職
員
一
同
、
決
意
を
新
た
に
最
善
の
努
力
を
致
す

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

組
合
員
各
位
の
ご
理
解
・
ご
協
力
と
関
係
機
関
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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令
和
４
年
４
月
28
日
㈭
午
前

11
時
よ
り
、
Ｊ
Ａ
釧
路
太
田
会

議
室
に
お
い
て
、
河
村
組
合
長
、

福
田
副
組
合
長
、
高
橋
監
事
、

事
務
局
に
よ
り
書
面
総
会
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

司
会
は
事
務
局
が
務
め
、
仮

議
長
・
議
長
と
も
に
河
村
組
合

長
が
選
任
さ
れ
、
議
事
に
つ
い

て
執
り
進
め
、
書
面
議
決
を
踏

ま
え
全
て
の
議
事
に
お
い
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
可
決
承
認
さ
れ
た
議
案
〉

●
議
案
第
１
号　

令
和
３
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
書
の

承
認
に
つ
い
て

●
議
案
第
２
号　

令
和
４
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
承
認
並
び
に

　
　
　
　
　
　
　

賦
課
金
賦
課
徴
収
方
法
に
つ
い
て

●
北
海
道
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
統
合
互
助
会
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
も
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
様
々
な
会
議
や

イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
り
、
ヘ
ル
パ
ー
要
員
確
保
対
策
と
し
て
の
イ
ン
タ

ー
シ
ッ
プ
も
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
令
和
４
年
度
は
今
の
所
、
開

催
予
定
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
未
だ
終
息
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
新
年
度

に
つ
き
ま
し
て
も
、
潤
い
あ
る
酪
農
経
営
確
立
の
た
め
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

充
実
強
化
が
一
層
求
め
ら
れ
ま
す
。
組
合
員
の
利
用
平
準
化
と
安
定
し
た

利
用
を
最
重
点
に
、
ま
た
、
ヘ
ル
パ
ー
要
員
確
保
に
も
力
を
入
れ
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
組
合
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
利
用
ご
協
力
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
４
月
28
日
㈭
厚
岸
町
乳
牛
検
定
組
合
通
常
総
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
来
賓
は
呼
ば
ず
書
面
議
決
に
て

最
小
限
の
人
数
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お
い
て
、
橋
本
組
合
長
を
は
じ
め
、
副
組
合
長
米
澤
佳

洋
、
代
表
監
事
村
田
𠮷
盛
、
事
務
局
１
名
で
行
い
ま
し
た
。

〈
可
決
承
認
さ
れ
た
議
案
〉

●
議
案
第
１
号　

令
和
３
年
度
事
業
報
告
並
び
に
貸
借
対
照
表
及
び
収
支

　
　
　
　
　
　
　

決
算
書
の
承
認
に
つ
い
て

●
議
案
第
２
号　

令
和
４
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
書（
案
）の
承

　
　
　
　
　
　
　

認
に
つ
い
て

●
議
案
第
３
号　

負
担
金
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て

　

全
て
の
議
案
に
お
い
て
、
出
席
者
３
名　

書
面
議
決
30
名
、
全
員
賛
成

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

令
和
４
年
度
の
事
業
活
動
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
る
酪
農
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

　

乳
検
デ
ー
タ
の
正
確
な
収
集

に
努
め
、
迅
速
に
各
種
情
報
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
体
制
の

整
備
・
拡
充
を
取
り
進
め
、検
定

成
績
の
活
用
に
よ
る
安
定
的
な

農
業
生
産
活
動
の
継
続
の
一
助

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
検
組
合
へ
の
加
入

は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
事
務

局
ま
で
問
合
せ
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

8

厚岸町酪農ヘルパー利用組合 第31回定期総会

厚岸町乳牛検定組合　第42回通常総会
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今
年
の
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の

Ｊ
Ａ
露
地
播
種
は
、
令
和
４

年
５
月
16
日
よ
り
始
ま
り
ま

し
た
。
気
温
は
低
く
推
移
し

ま
し
た
が
、
天
候
に
恵
ま
れ

作
業
も
順
調
に
進
み
、
５
月

25
日
に
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

デ
ン
ト
コ
ー
ン
作
付
農
家

は
20
戸（
新
規
２
戸
）に
な
り
、

農
協
露
地
２
１
４
・
２
ha
・
個
人
露
地
34
・
４
ha
・
サ
ム
コ
１
４
２
・
６
ha（
個
人
含
む
）

で
総
面
積
は
３
９
１
・
２
ha
と
な
り
、
前
年
よ
り
57
・５
ha
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
成
育
・
収
穫
と
も
に
良
好
で
、
飼
料
の
高
騰
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、

高
収
量
作
物
の
コ
ー
ン
に
つ
い
て
興
味
を
持
つ
酪
農
家
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、
今

年
に
つ
い
て
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
サ
ム
コ
栽
培
は
令
和
４
年
４
月
下
旬
に
播
種
し
た
農
家
も
い
て
、
フ
ィ

ル
ム
を
破
っ
て
芽
も
出
て
き
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
生
育
状
況
に
期
待
が
か
か
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

た
だ
、
ク
マ
の
目
撃
情
報
も
多
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
少

な
い
こ
と
も
願
っ
て
い
ま
す
。

9 2022.6

　

令
和
４
年
４
月
30
日
、

「
堅
展
実
業
厚
岸
蒸
溜
所
」よ
り
委
託
さ
れ
、
６
年

目
を
迎
え
た
ウ
イ
ス
キ
ー
原
料
の
二
条
大
麦
を
、

昨
年
同
様
、
若
松
地
区
の
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
圃
場

に
播
種
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
８
月
17
日
に
収
穫
し
、
干
ば
つ
の
影

響
に
よ
り
実
は
小
粒
で
し
た
が
、
品
質
は
ま
ず
ま

ず
と
の
こ
と
で
し
た
。
今
年
は
、
例
年
よ
り
２
週

間
ほ
ど
早
く
播
種
す
る
こ
と
と
な
り
、
播
種
機
は

パ
ス
チ
ャ
ー
ド
リ
ル
と
い
う
機
械
で
作
業
を
行
な

い
ま
し
た
。
今
年
も
酒
造
用
品
種
の「
り
ょ
う
ふ

う
」を
８
０
０
㎏
ほ
ど
播
種
し
ま
し
た
。

　

厚
岸
ウ
イ
ス
キ
ー
は
大
変
人
気
で
、
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル　

ス
ピ
リ
ッ
ツ　

チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０

２
２
で
は「
厚
岸
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
ウ
イ
ス
キ
ー
芒
種
＆
立
冬
」が
金
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、
世
界
で
も
認
め
ら
れ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
と

な
っ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
と
し
て
も
ウ
イ
ス
キ
ー
作

り
の
原
料
と
な
る

大
麦
栽
培
に
携
わ

り
、
ウ
イ
ス
キ
ー

蒸
溜
の
一
助
と
な

れ
る
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

厚
岸
ウ
イ
ス
キ
ー

大
麦
播
種
作
業
終
了
!!

厚
岸
ウ
イ
ス
キ
ー

大
麦
播
種
作
業
終
了
!!

デ
ン
ト
コ
ー
ン
播
種
作
業
!!
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令
和
３
年
度
北
海
道
信
用
事
業「
個
人
Ｉ
Ｂ
部
門
」、

「
Ａ
ラ
ン
ク
顧
客
部
門
」の
推
進
活
動
に
お
き
ま
し
て
、

道
内
の
優
績
Ｊ
Ａ
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
４
月
25
日
、
Ｊ
Ａ
釧
路
太
田
に
お
き
ま
し

て
、
北
海
道
信
連
釧
路
支
所
の
山
本
支
所
長
よ
り
表
彰

状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

個
人
Ｉ
Ｂ
部
門
で
は
昨
年
度
、
窓
口
に
来
店
く
だ
さ

っ
た
お
客
様
や
、
職
員
が
お
客
様
の
ご
自
宅
に
訪
問
を

し
て
推
進
を
し
て
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

上
記
の
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に

根
ざ
し
た
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　５月14日～ 22日に子野日公園にて開催された、第73回あっ
けし桜・牡蠣まつりにJAのゆるキャラ職員「きわみるくん」が参
加しました。
　待ちに待ったイベントが３年ぶりの開催となりましたが、コ
ロナウイルスの蔓延防止から園内飲食禁止での開催となりまし
た。あっけしの公式キャラの「うみえもん」
とコンキリエのご当地キャラの「オーイ★
スター君」と一緒に、来場した方々と桜を
背景に写真撮影をしました。
　９日間で8,260人もの来場者がいらっし
ゃり、厚岸の桜を満喫しました。きわみる
くんの人気も中々のもので、子どもから大
人までみなさんと触れ合うことが出来まし
た。
　今年はJAの酪農祭にも開催して、沢山の
来場者が来ることを楽しみにしております。

ＪA北海道信連より表彰されました!ＪA北海道信連より表彰されました!

第73回あっけし桜・牡蠣まつりに
参加してきたミル！
第73回あっけし桜・牡蠣まつりに
参加してきたミル！
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令
和
４
年
５
月
７
日
㈯
に
、
釧
路
農
協
連
共
進
会
場

に
て
、釧
路
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
協
会
主
催
に
よ
る
、第
42
回

釧
路
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
が
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
農
協
か
ら
は
、
橋
本　

隆
幸
さ
ん
が
第
１
部
育
成

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス（
９
ヶ
月
未
満
）に『
サ
ニ
ー
ウ
エ
イ

　

ゴ
ー
ル
ド　

ド
ロ
ツ
プ
キ
ツ
ク
』、
第
２
部
育
成
シ

ニ
ア
ク
ラ
ス（
９
ヶ
月
〜
12
ヶ
月
）に『
サ
ニ
ー
ウ
エ
イ

　

ゴ
ー
ル
ド　

サ
イ
ド
キ
ツ
ク
』と
内
柴　

栄
輔
さ
ん

が
同
じ
く
第
１
部
に『
イ
ン
ブ
ル
シ
ユ
ウ
ツ
ド　

ソ
ロ

モ
ン　

プ
ラ
ダ　

Ｅ
Ｔ
』、
第
４
部
未
経
産
ミ
ド
ル
ク

ラ
ス（
15
ヶ
月
〜
１
８
ヶ
月
）に『
イ
ン
ブ
ル
シ
ユ
ウ
ツ

ド　

ド
ア
マ
ン　

ジ
ヤ
ク
リ
ー
ン
』の
４
頭
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
は
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
農
業
協
同
組
合
の

長
濱
氏
が
務
め
ま
し
た
。

　

当
組
合
の
４
頭
は
育
成
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
で
橋
本
さ

ん
が
３
位
、
内
柴
さ
ん
が
５
位
、
育
成
シ
ニ
ア
ク
ラ
ス

で
４
位
、
未
経
産
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
で
２
位
入
賞
と
な
り

ま
し
た

　

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
部
門
で
の
選
抜
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
日
々
の
酪
農
経
営
の
中
で
、
乳
牛
改
良
に
も

日
々
努
力
さ
れ
、
毎
年
参
加
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
感

謝
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

８
月
に
開
催
予
定
の
共
進
会
で
は
更
な
る
高
み
を
目

指
し
て
乳
牛
改
良
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
回
参
加
さ
れ
た
関
係
者
の
皆
様
、
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。

好評販売中購 買 課通信

極みるく食パン極みるく食パン極みるく食パン
1斤

500円 （税込）

月　 日㈬

予約締切り 販　売　日

86 月　 日㈪136
月　 日㈬226 月　 日㈪276

販売日
6月

あっけし極みるくを使用した食パンを
月2回、予約販売しております。

Aコープくしろおおた店
TEL0153－52－7154まで

－ご予約・お問い合せ先－

釧
路
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
参
加
！

釧
路
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
参
加
！

釧
路
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
参
加
！

『インブルシユウツド　ソロモン　プラダ　ＥＴ』　　　　　　
リードマン　内柴　栄輔さん



　組合員の「生乳の風味が生きた牛乳を飲みたい」と
いう想いと、生産者の「より安全でおいしい牛乳を
届けたい」という想いがつながり、生まれたのが、
低めの温度で殺菌するパルシステムの牛乳。
　生産現場では、清潔な環境を保つため、たくさん
のタオルが必要になります。
　そこで、1985年にスタートしたのが「タオルを贈
る運動」です。

12

女性部通信

のべ

贈
っ

たタオル
贈
っ

たタオル

枚!
253
長い歴史を引き継ぐため、ご協力よろしくお願いします。長い歴史を引き継ぐため、ご協力よろしくお願いします。

府
県
の

パ
ル
シ
ス
テ
ム

組
合
員
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

紹
介
す
る
ミ
ル
！



　ＪＡ女性部が運動の主体となり、「牛乳パックのリサイ
クル」を通じて、森林資源を守る運動を展開しております。
令和３年度の1年間で、Aコープくしろおおた店では、み
なさまのご協力のおかげで合計60㎏の牛乳パックの回収
ができ、NPO法人「トラストサ
ルン釧路」（環境保護）へと寄附
をする事ができました。ありが
とうございました！
　今年度も引き続き回収運動に
参加したいと考えております。
みなさんのご協力をお願いいた
します。
　Aコープくしろおおた店の入
口に設置してあります、回収ボ
ックスまでお願いします。

13 2022.6

女性部通信

購 買 課通信

土

生乳とカカオの風味を活かし
甘さをひかえた
さらりとした口当たり

珈琲のほろ苦さが
生乳をひきたて
後味すっきり

生乳とカカオの風味を活かし
甘さをひかえた
さらりとした口当たり

極みるくソフトクリーム

極みるくチョコソフトクリーム

極みるく珈琲ソフトクリーム

極みるくソフトクリーム定 番

極みるくチョコソフトクリーム週替り

極みるく珈琲ソフトクリーム週替り

生乳をふんだんに使用し
自然な甘さで後味さっぱり
定番のミルク味

生乳をふんだんに使用し
自然な甘さで後味さっぱり
定番のミルク味

珈琲のほろ苦さが
生乳をひきたて
後味すっきり

※金曜日はメンテナンスの為、午後からの販売です！
※日曜日・祝日は定休日の為、販売はお休みです！
※土曜日は正午までの営業です！

TEL52－7154　営業時間／8：40～16：45
Ａコープくしろおおた

珈琲味は
Ａコープ限定
珈琲味は
Ａコープ限定

6月 週替りメニュー予定表6月 週替りメニュー予定表
日 月 火 水 木 金

29 30 31 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 1 2

あっけし極みるくソフトクリームあっけし極みるくソフトクリーム
おいしいソフトクリーム
食べにおいでミル！

コーヒーソフトクリーム チョコソフトクリーム
※正午まで

チョコソフトクリーム コーヒーソフトクリーム
※正午まで

※正午まで

※正午まで

※午後から

※午後から

※午後から

※午後から

①洗う牛乳パック
回収運動

②開く

③乾かす

チョコソフトクリーム

コーヒーソフトクリーム

コーヒーソフトクリーム

チョコソフトクリーム

コーヒーソフトクリーム



　オーチャードグラスは刈り取られた茎
がそのまま伸長します（写真１）。一方、
チモシーは刈り取られた茎が枯死し、わ
き芽から分げつ茎が伸長する特徴があり
ます（写真２）。
そのためチモシー草地を長く維持するた
めには分げつ茎を多く育てることがポイ
ントとなります。

チモシーの分げつは刈取前にはすでに始まっています。普及セ
ンターが2019年６月25日～７月３日に行った調査では、この時
点で32％の分げつ茎が長さ10㎝以上になっていました（図１）。
　10㎝以上の高刈りによって約70％の分げつ茎を守ることがで
きます。

　普及センターでは2021年６月下旬に刈取高が異なる５㎝区、10㎝区、15㎝区の３つの実証区を設置し
刈取高と牧草の再生状況について調査を行いました（写真３）。
　調査の結果、刈取高が高いほどチモシーの再生が早く、２番草収量の増加、チモシー割合の維持に繋
がることがわかりました（表１）。

ホット
ライン

釧路農業改良普及センター釧路東部支所
チモシーの刈取高は
　　　　　　10㎝以上で！
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チモシーの茎数維持には分げつの確保が大事1

写真１）
オーチャードグラスの再生

写真３）高刈り効果確認実証区
　　　　撮影日：2021年6月25日
　　　　撮影地：厚岸町若松

※刈取月日：６月25日
※計測月日：７月14日

表１）「高刈り」効果確認実証区における牧草再生状況

新分げつの長さ（㎝）

日伸長（㎝／日）

15㎝区10㎝区5㎝区

26.7

1.4

21.3

1.1

17.5

0.9

写真２）
チモシーの再生

図１）長さ別の分げつ茎数

茎
数（
本
）

分げつ茎（２番草）を刈り取らない！2

刈取高と牧草再生状況3

～5㎝
0

20

40

60

80
32％が
10㎝以上

6～10㎝ 11～15㎝ 16㎝～

刈り取られた茎

刈り取り後

刈り取り後

分げつ茎

5㎝区 10㎝区 15㎝区
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■お問い合わせ先／普及センター東部支所　TEL.0153－65－2021

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
家族みんなで安全確認の声かけを！

　サイレージ原料草に土砂やふん尿などが混入すると良質なサイレージ発酵の妨げになります。刈取高
を高くすることで土砂やふん尿などの異物混入を減らすことができます（写真４）。

　以上の結果より、チモシーの刈取高は10㎝以上が推奨されます！

高刈りにより原料草への異物混入を減らす！4

穴ぼこ熟語パズル熟？
？語

全部の熟語を漢字で書くと、リストの漢字が1つ余ります。その漢字は何？
熟語の読み方が並んでいます。読み仮名はどれも５文字ですが、２文字目と４文字目を隠し
てしまいました。残った文字から推理して、熟語を漢字で書きましょう。漢字はリストにあ
るものを１回ずつ使ってください。「ッ」や「ャ」などは「ツ」や「ヤ」などと同じに考えます。

問題
解き方

タ□ジ□ウ→□□
ト□ヨ□ツ→□□□
エ□カ□ワ→□□□

タ□ジ□ウ→卓上
ト□ヨ□ツ→図書室
エ□カ□ワ→英会話

【 例 題 】

※答えは17ページみんなの広場に掲載

英会室書上図体卓話

ナ□キ□チ→□□□
ツ□キ□メ→□□
ヤ□キ□チ→□□□
サ□キ□ク→□□□
イ□キ□ク→□□

リスト

リ
ス
ト

答え　体
ク ヨ

シ シ
イ イ

一 屋 局 曲 小 町 椿
道 姫 敷 並 木 目 夜

刈
取
高
10
㎝
以
上
の
草
地

原料草を
水洗して
みると

濁りが多い
↓

異物が多い

刈
取
高
５
㎝
未
満
の
草
地

水が澄んでいる
↓

異物が少ない



広場みんなの広場みんなの
コミュニケーション
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私は季節の中で春が１番大好きです♡特に小さい
頃から山菜採りをする父について歩いていた為、
山菜採りが大好きになりました。昨年いつも行っ
ていた場所で熊の痕跡を発見してしまったので、
十分注意して短い春を満喫したいと思います!!

 ペンネーム／いでっちの母

草刈りの季節がやってきました。通りが賑やかに
なり、コロナがなくなるといいですネ。

ペンネーム／ヤチボーズ

友達と硫黄山に立ち寄った
時の写真

花の名前はわかりませんが
満開の花に見とれて…

ペンネーム／杏子

ペンネーム／レン

ペンネーム／ABEUD 

ペンネーム／ちゃちゃまる



17 2022.6

４月29日、10年来の夢が叶いました。静内桜、
浦川の桜を見れました。本当に満開ですばらしか
ったです。

ペンネーム／しぜん、えいが大好き

サクラが美しい季節になりました。草木の緑、ウ
シさんの白と黒。そしてサクラのコントラストが
サイコーですね!!

ペンネーム／コンサ大好き親父

日中が、あつくなってきましたね！
さくらを見ました。今年は厚岸も早いみたいです。
子野日公園のさくらが楽しみです!!

ペンネーム／むぎちゃ

放牧がはじまって、およそ１ヵ月がすぎました。
草地は雨が少なく、干ばつ気味ですが、牛は腹い
っぱいにして帰ってきます。エサの調達は牛の仕
事です。牛ができることは、スラリー散布を含め
て、牛にやってもらっています。

ペンネーム／たそがれの風来坊 30年前に公開された、アンパンマンの劇場版を
描きました。小さい頃ＴＶシリーズを除いて初め
てＶＨＳで見た映画で、ロミオとジュリエットを
モチーフにした物語。テープは切れて見れません
が、12年ほど前に中古屋で買ったＤＶＤを持っ
てます。　　　　　　　　　ペンネーム／猫兄貴 

今年も極みるくや極みるくアイスを食べたり飲ん
だりしたいです。　　　　　　　ペンネーム／梅 

　
皆
さ
ん
か
ら
　
牛
乳
や
酪
農
を
題
材
に
し
た
川

柳
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

モ
〜
春
だ
　
冬
も
と
け
て
　
そ
と
遊
び

（
梅
）

大
空
に
　
泳
ぐ
鮭
の
ぼ
り
　
テ
レ
ビ
で
ミ
ル

散
歩
す
る
　
足
腰
痛
く
　
前
に
進
ま
ず

（
ヤ
チ
ボ
ー
ズ
）

こ
ん
に
ち
は
　
う
し
さ
ん
た
ち
は
　
か
わ
い
い
ね

（
ち
ゃ
ち
ゃ
ま
る
）

お
花
見
の
　
お
酒
の
代
わ
り
に
　
極
み
る
く

（
コ
ン
サ
大
好
き
親
父
）

モ
〜モ
〜
川
柳

　身近で起きた出来事やベストショット
写真、ＪＡに対するご意見・ご要望など、
読者の皆様からのご応募お待ちしており
ます。
　別紙の応募用紙に氏名・住所・電話番
号を記入して、ＪＡ釧路太田事務所・Ａコ
ープおおた店・ホクレン太田・尾幌スタ
ンド・酪農支援センターに提出してくだ
さい。

答え　目
ナ□キ□チ→並木道
ツ□キ□メ→椿姫
ヤ□キ□チ→屋敷町
サ□キ□ク→小夜曲
イ□キ□ク→一局

穴ぼこ熟語パズルの答え

ミ
バ
シ
ヨ
ツ

ミ
ヒ
マ
ヨ
ヨ
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獣魂祭・酪農振興会総会

外国人技能実習生入国後講習（6/8まで）

Ａコープ売出し

一般市場

JA内部取引処理事務効率化説明会（WEB）

安産運転管理者講習

JA組合長杯PG大会 13：20 ～

厚岸味覚ターミナル株主総会

監査代替的調査（期末） ～７日

草地利用組合草地査定・配分会議

監事監査 ～９日

JA草地配分会議

Ａコープ売出し

一般市場

第４回理事会

釧路太田クラスター協議会総会

Ａコープ農繁期大売出し

Ａコープ農繁期大売出し

一般市場

乳牛市場

一般市場

育成市場

Ａコープ売出し

一般市場

１ ㈬

２ ㈭

３ ㈮

４ ㈯

６ ㈪

７ ㈫

８ ㈬

９ ㈭

10 ㈮

11 ㈯

14 ㈫

15 ㈬

16 ㈭

21 ㈫

23 ㈭

27 ㈪

29 ㈬

30 ㈭

集 記編 後
　今月も広報くしろおおた６月号を読んでいただき、ありがとうございます。
　６月は梅雨の時期ですが、厚岸は既に「海霧」による湿気でジメジメしています。毎回髪の毛が湿気を吸
って大変です…泣
　コロナ感染者は未だ高止まりしておりますが、先月は３年ぶりとなる「あっけし桜・牡蠣まつり」が開催
されるなど、規制はあるものの徐々にイベントが再開されてきました。農協行事もこの流れに乗って再開
できたらいいなと思います。酪農祭では、準備こそ大変でしたが、ふだん事務所では見られないみなさん
のたくましい姿を拝見することができて、でも焼肉の煙でよく見えないしガヤガヤして聞こえないし…な
んて今では懐かしい光景です。他にも慰安旅行や道外視察、当時は嫌で仕方なかった（下手だから）ボーリ
ング大会など、職員会行事が今では恋しいです。
　今後、行事再開に至るにはたくさんの工夫が必要になると思います。みんなで力を合わせて釧路太田農
協を活性化していきましょう！

編集担当／きわみるくんと一緒に慰安旅行に行きたいきわみるくん応援隊長　
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